
　
本
激
励
会
は
、
新
規
就
農
し
た
方
が
地

域
に
溶
け
込
み
、
安
心
し
て
農
業
経
営
を

ス
タ
ー
ト
し
て
も
ら
う
こ
と
、
就
農
へ
の

決
意
を
再
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
一
月
一
九
日
に
笠
間
市
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
笠
間
市
・
城
里
町
の
令
和
三
年

度
の
新
規
就
農
者
や
今
後
の
就
農
予
定
者

計
一
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
激
励
会
は

二
部
制
で
開
催
さ
れ
、
第
一
部
で
は
、
笠

間
地
域
就
農
支
援
協
議
会
の
富
江
副
会
長

よ
り
新
規
就
農
者
に
対
し
て
激
励
の
言
葉

と
共
に
激
励
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
後
、

新
規
就
農
者
の
代
表
と
し
て
、
城
里
町
の

染
矢
喜
夫
氏
が
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
第
二
部
で
は
、
涌
井
就
農
支
援
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
よ
り
「
研
修
生
と
共
に
学
ん
で

思
う
こ
と
」
と
い
う
題
で
講
話
を
い
た
だ

い
た
後
、
参
加
者
間
で
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
就
農
で
苦
労
し
た
農
地
探
し
や

技
術
習
得
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
、

今
後
就
農
予
定
の
方
々
に
も
大
変
有
意
義

な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
激
励
会
を

通
じ
て
同
じ
地
域
で
農
業
を
志
す
仲
間
と

つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

令
和
四
年
度

笠
間
地
域
新
規
就
農
者

激
励
会
を
開
催
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一
〇
月
二
七
日
に
城
里
町
古
内
地

区
で
、
古
内
茶
生
産
組
合
（
八
戸
）

の
栽
培
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
城
里
町
が
古
内
茶
振
興

を
委
託
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
進

行
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
山
間
地
帯
特

産
指
導
所
か
ら
来
年
の
一
番
茶
に
関

す
る
茶
園
管
理
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
組
合
員
の
茶

畑
に
移
動
し
て
、
冬
を
前
に
し
た
茶

樹
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
情
報
交

換
の
ほ
か
、
今
年
製
造
し
た
茶
の
成

分
分
析
結
果
の
説
明
や
、
今
後
の
古

内
茶
振
興
に
向
け
た
活
動
計
画
に
つ

い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
産
の
シ
ョ
ウ
ガ
出
荷
目

揃
会
が
、
一
〇
月
二
〇
日
に
Ｊ
Ａ
常

陸
友
部
花
き
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
生
産
者
二
五
名
が
出
席
し

ま
し
た
。
目
揃
会
で
は
、
出
荷
方
法

の
説
明
や
調
製
時
の
注
意
点
な
ど
が

話
し
合
わ
れ
、
生
産
者
同
士
で
も
情

報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

年
は
、
六
月
後
半
か
ら
の
猛
暑
の
影

響
と
思
わ
れ
る
生
育
不
良
な
ど
が
多

く
確
認
さ
れ
、
シ
ョ
ウ
ガ
の
栽
培
に

と
っ
て
は
厳
し
い
気
候
と
な
り
ま
し

た
。
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
温
・

乾
燥
時
の
潅
水
等
に
つ
い
て
講
習
会

に
お
い
て
周
知
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
シ
ョ
ウ
ガ
の
収
量
・
品
質
を
確

保
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
一
二
月
八
日
に
「
第
二
回
　
い
ば

ら
き
米
の
極
み
頂
上
コ
ン
テ
ス
ト
」

最
終
審
査
会
が
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
か
ら
八
一

点
の
応
募
が
あ
り
、
食
味
値
や
味
度

値
な
ど
の
評
価
項
目
で
上
位
に
な
っ

た
六
点
が
最
終
審
査
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
最
終
審
査
に
城
里
町
七
会
地

区
か
ら
二
点
が
残
り
、
第
二
位
（
ア

ル
エ
ッ
ト
賞
）に
飯
村
昭
司
氏
の「
ゆ

う
だ
い
21
」、
第
四
位
に
山
口
好
文

氏
の
「
ゆ
う
だ
い
21
」
が
入
賞
し
ま

し
た
。
七
会
地
区
で
は
、
毎
年
、
米

の
コ
ン
テ

ス
ト
で
上

位
に
入
賞

し
て
お
り
、

今
年
は
夏

季
の
高
温

の
影
響
を

受
け
な
が

ら
も
、
適

切
な
水
管

理
や
肥
培
管
理
し
た
こ
と
が
受
賞
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
普
及
セ
ン
タ
ー

で
は
、
今
後
も
良
食
味
米
生
産
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
栗
栽
培
を

始
め
る
方
の
た
め
に
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
全
四
回
で
、
栗
の
収
穫

や
選
別
、
販
売
方
法
、
植
え
付
け
や

病
害
虫
防
除
、
せ
ん
定
な
ど
の
栗
栽

培
の
基
礎
知
識
や
技
術
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
第
三
回
ま
で
に
延
べ

五
九
名
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
一
〇

月
の
第
一
回
で
は
、
栗
ほ
場
で
実
際

に
収
穫
・
選
別
作
業
を
体
験
し
ま
し

た
。
一
一
月
の
第
二
回
で
は
、
栗
の

販
売
方
法
に
つ
い
て
学
び
、
貯
蔵
や

加
工
に
よ
る
付
加
価
値
販
売
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

一
二
月
の
第
三
回
で
は
、
苗
木
の
植

え
付
け
方
法
や
品
種
特
性
、
施
肥
、

病
害
虫
防
除
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
来
年
度
も
開
催
を

予
定
し
て

い
ま
す
。

関
心
の
あ

る
方
は
普

及

セ

ン

タ
ー
ま
で

お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

栗園で収穫作業を体験

受賞式の様子

ショウガ出荷目揃会の様子

茶園で栽培状況を確認

シ
ョ
ウ
ガ
出
荷
目
揃
会
の

開
催
支
援

古
内
茶
生
産
組
合
が

栽
培
講
習
会
を
開
催

栗
栽
培
開
始
講
座
を
開
催

米
の
極
み
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
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世
界
情
勢
の
変
化
に
伴
い
化
学
肥

料
の
価
格
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
そ

の
対
策
と
し
て
堆
肥
等
有
機
物
を
活

用
し
た
化
学
肥
料
低
減
に
挑
戦
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
昔
の
堆
肥
は
稲
わ
ら
堆
肥
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
、
肥
料
分
が
低
く
、

土
づ
く
り
に
適
し
た
も
の
で
し
た
。

現
在
の
多
く
の
堆
肥
は
、
畜
ふ
ん
を

原
料
の
主
体
と
し
て
い
る
た
め
、
肥

料
分
が
昔
に
比
べ
高
く
肥
料
と
し
て

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
広
域
に
流
通
し
て
い
る
堆
肥
等
は

内
容
成
分
が
明
確
な
こ
と
が
多
く
、

成
分
含
量
と
肥
効
率
（
化
学
肥
料
に

比
べ
た
肥
料
効
果
）
か
ら
施
肥
量
を

計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
茨
城

県
畜
産
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
「
た

い
肥
ナ
ビ
！
」
を
活
用
し
て
施
肥
量

を
計
算
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
土
壌
診
断
に
よ
り
、土
壌
養
分
の

多
少
を
把
握
し
、足
り
な
い
分
の
み
補

給
し
て
い

く
の
が
無

駄
の
な
い

施
肥
法
と

い
え
ま
す
。

　
千
葉
県
市
原
市
に
て
、
一
一
月
二
一

日
に
、
青
年
農
業
者
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活
動
の
成
果
や
意
見
の
発
表
会

が
開
催
さ
れ
、
本
県
代
表
と
し
て
笠

間
市
で
メ
ロ
ン
と
ト
マ
ト
を
生
産
す

る
栗
原
渉
氏
が
意
見
発
表
の
部
に
参

加
し
ま
し
た
。
発
表
で
は
、
中
古
の

機
械
や
資
材
を
活
用
し
て
初
期
費
用

を
圧
縮
す
る
な
ど
、
新
規
で
就
農
す

る
人
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
事
例
発

表
と
な
り
ま
し
た
。

　
栗
原
さ
ん
が
所
属
す
る
「
中
央
ア

グ
リ
ク
ラ
ブ
」
は
、
笠
間
市
と
城
里

町
の
青
年
農
業
者
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

野
菜
、
果
樹
、
水
稲
、
畜
産
な
ど
様
々

な
経
営
分
野
の
青
年
農
業
者
が
、
お

互
い
に
親
睦
を
深
め
、
経
営
者
と
し

て
の
資
質
を
磨
く
べ
く
、
日
々
活
動

し
て
い
ま

す
。
活
動

に
関
心
の

あ
る
方
は

普
及
セ
ン

タ
ー
ま
で

御
連
絡
く

だ
さ
い
。

　「
イ
ネ
ば
か
苗
病
」
は
主
に
種
子

で
伝
染
し
ま
す
。
発
生
株
は
徒
長
し

（
写
真
①
）、
枯
死
す
る
た
め
収
量
が

減
少
し
ま
す
。
感
染
し
た
苗
を
本
田

に
移
植
す
る
と
病
原
菌
胞
子
が
形
成

さ
れ
、
風
で
飛
散
し
、
開
花
期
の
穂

に
付
着
す
る
こ
と
で
籾
に
伝
染
し
ま

す
。
特
に
イ
ネ
の
種
子
採
種
圃
が
あ

る
場
所
で
は
感
染
し
た
苗
を
植
え
な

い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。
対
策

は
、
種
子
更
新
や
種
子
消
毒
を
し
っ

か
り
行
う
こ
と
で
す
。
種
子
消
毒
を

行
う
際
は
、
県
内
の
一
部
で
耐
性
菌

が
確
認
さ
れ
て
い
る
薬
剤
が
あ
る
た

め
、
普
及
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　「
雑
草
イ
ネ
」
と
は
水
田
に
自
生

し
て
雑
草
と
な
る
イ
ネ
で
、
籾
が
こ

ぼ
れ
や
す
く
、
放
置
す
れ
ば
玄
米
に

交
じ
り
、
着
色
粒
混
入
の
被
害
と
な

り
ま
す
（
写
真
②
）。
特
徴
は
、
籾

が
こ
ぼ
れ
や
す
い
、
出
穂
期
や
草
丈

が
栽
培
品
種
と
異
な
る
、
芒
が
赤
い

（
写
真
③
）
な
ど
で
す
。
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
耕
起
や
代
か
き
、
非

選
択
性
除
草
剤
で
雑
草
イ
ネ
を
防
除

し
て
か
ら
移
植
す
る
な
ど
の
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
有
効
な
除

草
剤
を
選
定
し
て
適
期
に
散
布
す
る

と
と
も
に
、
後
か
ら
発
生
し
た
雑
草

イ
ネ
は
籾
が
こ
ぼ
れ
る
前
（
水
稲
の

出
穂
二
週
間
後
ま
で
）
に
抜
き
取
り

ま
し
ょ
う
。

意見発表の部で登壇

たい肥ナビ
Web版

写真①
イネばか苗病の苗
（右三本）

写真②
雑草イネ玄米（着色粒）

※農研機構「雑草イネまん延防止マニュアル」より

写真③
雑草イネの穂の様子
（ふ先が赤い）

雑
草
イ
ネ
に
注
意

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
に
参
加

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
農
村
青
少
年

肥
料
高
騰
に
伴
う堆肥

活
用
促
進

イ
ネ
ば
か
苗
病
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ストップ農作業事故！安全確認を忘れずに行いましょう



　
七
月
六
日
、
令
和
四
年
度
茨
城
県

農
業
三
士
の
認
定
・
退
任
式
が
ザ
・

ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
管
内
か
ら
は
、
青
年

農
業
士
と
し
て
長
谷
川
学
氏
（
笠
間

市
）
が
知
事
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
三
年
度
を
も
っ
て
、

青
年
農
業
士
の
栗
原
伴
治
氏
（
笠
間

市
）
と
高
萩
和
彦
氏
（
城
里
町
）
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
の
御
活

躍
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
笠
間
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
六
ー
七
二
ー
〇
七
〇
一

●
笠
間
市
農
政
課

　

℡
〇
二
九
六
ー
七
七
ー
一
一
〇
一

●
笠
間
市
農
業
委
員
会

　

℡
〇
二
九
九
ー
三
七
ー
六
六
一
一

●（
一
財
）笠
間
市
農
業
公
社

　

℡
〇
二
九
六
ー
七
三
ー
六
四
三
九

●
城
里
町
農
業
政
策
課

　

℡
〇
二
九
ー
二
八
八
ー
三
一
一
一

●
城
里
町
農
業
委
員
会

　

℡
〇
二
九
ー
二
八
八
ー
三
一
一
一

●
Ｊ
Ａ
常
陸
笠
間
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
六
ー
七
四
ー
四
七
〇
二

●
Ｊ
Ａ
水
戸
北
部
営
農
資
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
ー
二
八
九
ー
二
七
一
二

　
皆
様
の
周
り
に
、
新
し
く
農
業
を

始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
い
ま

せ
ん
か
。
普
及
セ
ン
タ
ー
・
笠
間
市
・

城
里
町
・
各
農
協
で
は
、
農
業
を
始

め
た
い
方
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
就
農
相
談
窓
口
で
は
、
就
農
や
研

修
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
各
種
支

援
事
業
（
制
度
資
金
や
新
規
就
農
者

育
成
総
合
対
策
等
）
に
関
す
る
情
報

提
供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
が

あ
る
方
は
、
お
近
く
の
相
談
窓
口
へ

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
常
陸
笠
間
地
区
花
き
部
会
が

生
産
す
る
“
小
ギ
ク
”
は
、
実
需
者

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
需
要

期
（
旧
盆
・
彼
岸
）
の
注
文
に
対
応

し
き
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
部
会
で
は
新
規
生
産

者
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
方
、
稲
作
中

心
で
夏
に
比
較
的
手
が
空
く
方
、
小

面
積
で
収
入
を
上
げ
た
い
方
（
女

性
も
大
歓
迎
！
）、
他
作
物
か
ら
の

転
換
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、

様
々
な
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
過
去
の
募
集
活
動
で
栽
培
を
開
始

し
た
方
が
、
主
力
生
産
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
既
存
生
産
者
が
先

生
役
と
し
て
新
規
生
産
者
の
栽
培
を

支
援
し
ま
す
。

　
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
方
は
、

普
及
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
Ｊ
Ａ
常
陸
友

部
花
き
セ
ン
タ
ー
（
電
話
〇
二
九
六

（
七
七
）
八
一
六
四
）
ま
で
、
連
絡

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
病
は
、
九
州
を
中
心
に
発
生
し

て
い
ま
し
た
が
、
全
国
的
に
拡
大
し
、

本
県
で
も
令
和
四
年
一
一
月
ま
で
に

三
件
の
発
生
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
感
染
は
糸
状
菌
（
カ
ビ
）
に
よ
り

引
き
起
こ
さ
れ
、
保
菌
し
た
苗
・
イ

モ
・
残
さ
（
葉
や
茎
の
残
が
い
）
等

が
感
染
源
に
な
り
ま
す
。
収
穫
し
た

イ
モ
は
、
見
か
け
上
は
健
全
で
も
貯

蔵
中
に
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

発
病
し
た
イ
モ
に
接
す
る
と
健
全
な

イ
モ
に
も
伝
染
し
ま
す
。

　
育
苗
か
ら
生
育
期
、
収
穫
か
ら
貯
蔵

ま
で
年
間
を
通
し
て
発
病
す
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
侵
入
防
止
と
早
期
発
見
・
早

期
対
策

に
努
め

ま
し
ょ

う
。
怪

し
い
症

状
を
見

つ
け
た

場
合
は

普
及
セ

ン
タ
ー

ま
で
御

連
絡
く

だ
さ
い
。

注:

Ｊ
Ａ
常
陸
管
内
に
限

り
ま
す
。

　

市
場
出
荷
を
前
提
と

し
、
部
会
に
加
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

生研支援センターイノベーション創出強化研究
推進事業（01020C）令和３年度版マニュアル
「サツマイモ基腐病の発生生態と防除対策」より

地際部の黒変 なり首側からの塊根腐敗

新青年農業士
長谷川　学　氏

ブドウ
経営類型

新
任・退
任
農
業
三
士
の
ご
紹
介

小
ギ
ク
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

新
規
就
農
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

●
就
農
相
談
窓
口
●

サ

ツ

マ

イ

モ

基
腐
病
に
注
意

〔4〕

家族経営協定を締結し、よりよい農業経営を目指しましょう


